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愛は南から・・・

　12月は、第4回町議会定例会（22

日）に出席し、町補助金等検討委員

会の答申結果報告(26日)、その他、

政策調整会議で、町施設のアスベス

ト問題等について担当課との協議を

行いました。

　1月は、旅客船乗り初め式(中泊

港)、成人式(以上、3日)、消防署仕事

始め式(4日)、年賀交換会(4日、松山

市)、愛南漁協初市(5日)、町補助金等

検討委員会(6日)、消防出初式(8日)、

深浦少年剣道大会(9日)、宇和島地方

局存続知事要望(10日、松山市)、指

定管理者審査報告会(11日)、町村会

正副会長会議(12日、松山市)等に出

席しました。

　また、総合計画実施事業の策定及

び中長期財政計画等についての庁内

協議(16～18日)を行い、効率的かつ

住民ニーズに即した施策の実施や健

全な財政運営等を行うための内部協

議を行いました。

　この他、平成18年の仕事始めに、

「自治基本条例検討委員会など各

種委員会の答申を受け、町のめざす

基本的な方向性を見出すとともに、

簡素で効率的な行政組織の確立に

努めていきたい」と、谷口町長が職員

へ訓示を行いました。

平成18年 愛南町消防出初式での服装点検

1/8

大阪府立体育館で、12月26日から開催された「JOC

ジュニアオリンピックカップ第19回全国都道府県対抗

中学校バレーボール大会」に愛媛県代表選手として出

場された北原祥
しょう

三
ぞ う

くん(内海中3年)です。

1/12

平成18年 旅客船乗り初め式でのあいさつ

1/3
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新
成
人

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
新
年
を
彩
る
恒
例
の
「
第
2
回
愛
南
町
成
人
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
は
、

色
と
り
ど
り
の
着
物
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
、
男
性
1
6
8
名
、
女
性
2
2
5
名
の
計
3
9
3
名

が
参
加
し
、
城
辺
中
組
唐
獅
子
保
存
会
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
華
や
か
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
谷
口
町
長
が
『
夢
と
情
熱
を
持
っ
て
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
「
成
功
す
る
ま
で
や
る
」
と
い
う
気
概

を
持
っ
て
、
社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
な
教
養
を
身
に
つ
け
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
今
日
を
こ
れ
か
ら
の
出
発
点
に
し
て

く
だ
さ
い
』
と
、
激
励
の
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
他
、
山
本
公
一
衆
議
院
議
員
、
猪
野
武
典
県
議
会
議
員
、
澤
本

誠
町
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
記
念
写
真
は
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
内
海
・
平
城
・
城
辺
・
一
本
松
・
西
海
の
各
公
民
館
に
展
示

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

記念品贈呈を受ける大野由
ゆ

衣
い

さん

答辞を述べる安岡恭
きょう

三
ぞ う

さん

城辺中組唐獅子
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町補助金等の背景と検討委員会報告について

　現在、長期の経済不況による町税収入の減少に加え、地方分権の推進や地方交付税制度の抜本的見

直しによる国庫補助・負担金等の廃止・縮減により、今後も収入増加が期待できない非常に厳しい状

況にあります。また、愛媛県においても、財政構造改革基本方針で「市町・団体などへの補助金（任

意継ぎ足しを含む）廃止」を前提に、平成18年度予算は平成17年度当初予算案の団体向け補助金枠

を50%減とし、平成19年度に原則廃止する方針を各部に伝達し、見直し作業を始めています。

　このような背景から、補助金等検討委員会は昨年7月1日に町長からの要請を受け、補助金のあり

方などについて、委員5名により計13回にわたる活発な審議を行い、同検討委員会の意見を取りまと

めた答申書を、1月6日に町長へ提出しました。答申の結果は、平成17年度当初予算補助金額183,174

千円に対し、見直し額128,135千円となり、55,039千円の減額となっています。なお、この結果は、

平成18年度の予算枠に反映されることになります。

【主な検討基準】

　町が単独で町民や団体に交付している補助金を対象に、廃止を含め、適正額や事業の継続性につい

て、平成16年度の実績をもとに、各課へのヒアリングを実施し、各事業ごとに検討を行いました。

　特に、社会的ニーズ、事業の目的実現・達成可能度、創造性、団体運営等の適合性（法令に抵触

していないかなど）、費用対効果、愛南町らしさの項目に基準を設け、それぞれの項目を点数化し、

個々の補助金を採点しました。その結果、以下のとおり一覧表にまとめましたので公表します。

143事業の補助金等のあり方を再検討

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

（単位：千円）

番号 名　　　称 交　付　先
H17

予算額
見直し
金額

結　果 付　帯　意　見

1 生活文化女性塾補助金
城辺生活文化

女性塾
200 150 継続

全町的な組織づくりが必要だと思われ
る。

2
県市町村職員年金者連盟
南宇和支部負担金

愛媛県市町村
職員年金者連
盟南宇和支部

50 0 廃止

団体予算に占める補助金の割合が小額
であり、町が事務的な補助をしている
状況なので、補助金の必要はないと思
われる。

3 人材育成事業補助金
申請のあった
各種団体

3,000 1,000 継続
申請事業の厳正な審査が必要だと思わ
れる。

4
御荘たばこ販売協同組合
助成金

御荘たばこ販売
協同組合助成金

400 0 廃止
消費税収は消費者が負担しており、タ
バコ小売業者ではないので、助成金の
必要はないと思われる。

5 教育会補助金
内海・御荘
城辺・一本松
西海教育会

1,917 0 廃止
親睦団体でもあり、補助金の効果はな
いのではないか。今後、事業について
は、一般会計で対応すべきだと思われる。

6 修学旅行等助成金 各小学校 964 960 継続

7 各種大会等参加助成金 各小学校 1,300 1,300 継続

8 各種大会等参加助成金 各中学校 10,542 10,542 継続

9
中学生海外派遣事業
補助金

海外研修生 6,400 5,120 継続

人材育成のためにも続行する意義があ
るだろう。今後、参加者負担を2割程度
に、そして、参加者のネットワークを
構築すべきだと思われる。

 企画財政課政策推進室から！



広報 　　　　 Ｈ１８.２.１ 10

役場からのお知らせ

10 修学旅行等助成金 各中学校 1,385 1,380 継続

11
南宇和地区保護司会
助成金

南宇和地区
保護司会

1,037 900 継続
非常勤国家公務員の組織であるが、社
明運動等に対する助成は必要だと思わ
れる。

12
南宇和地区
更生保護女性会助成金

南宇和地区
更生保護女性会

289 200 継続
社会活動等に対する助成は必要だが、
繰越金が多いようだ。しかし、会費収
入が他の団体に比べ多く、良好である。

13
人権対策協議会支部
助成金

愛媛県人権対策
協議会愛南支部

2,000 1,400 継続

食糧費の一部を減額したり、人権対策
の取組などを再検討すべきだろう。職
員の旅費については一般会計で対応す
べきだと思われる。

14
海洋汚染防止洗剤普及
補助金

各漁協および
城辺更生保護

女性会
880 880 継続

石鹸の品質を改良し、普及を促進する
ことが必要だろう。食糧費がなくて、
補助金が購買者に還元される点は評価
できる。

15
ごみ集積箱設置事業
補助金

申請のあった
行政区

600 400 継続 環境美化のため、必要な制度である。

16
生ごみ処理機設置事業
補助金

申請者（個人） 1,038 1,000 継続

補助制度の周知を図り、将来的には自
己負担が望ましいと思われる。申請時
期の設定をする必要があるのではない
か。

17 交通安全対策補助金

申請のあった
チャイルド・
ジュニア

シート購入者

600 300 
3年以内
に見直し

個人の負担でも良いのではないか。今
後、1年以内に廃止すべきだと思われる。

18 各種大会等参加助成金
交通安全

県民大会参加者
101 101 継続

大会参加人員の確保のため、補助は仕
方ないと思われる。

19
南宇和交通安全推進
協議会補助金

愛南町交通安全
推進協議会

1,152 900 継続

交通安全対策は地方公共団体の責務で
あり、補助は必要だと思われる。

20
南宇和交通安全協会
補助金

南宇和
交通安全協会

1,000 800 
3年以内
に見直し

主財源が運転者の会費であることを考
慮すると、会議費が多額すぎるのでは
ないか。

21 防犯協会補助金
愛南地区
防犯協会

7,410 5,000 継続

防犯対策は行政の責務であり必要だ
が、保護司会、スポーツ大会に支出す
るのは適正ではない。他団体への助成
分を減額すべきだと思われる。

22 駐在所連絡協議会補助金
町内7カ所の
駐在所連絡協議会

720 350 
3年以内
に見直し

協議会の必要性はあまり感じられず、
曖昧な点が多い。活動が防犯協会、交
通安全協会と類似しているので、統合
が望ましいと思われる。

23 非常用持出袋購入補助金
申請のあった
非常用持出袋購入者

2,000 1,000 
3年以内
に見直し

災害発生に備え周知が必要で、個人で
購入してもよい程だと思われるが、存
続期間(2年間程度)を設けるべきだと思
われる。

24 県産品まつり出店補助金 出店希望者 30 30 
3年以内
に見直し

町特産品の販売促進に効果を上げるこ
とが大切で、得点にかかわらず、出店希
望者があれば補助すべきだと思われる。

25 南宇和観光協会補助金 南宇和観光協会 4,000 3,200 継続

人件費の縮小を図るべきで、繰越金が
多額すぎる。得点にかかわらず、協会
は必要だが、補助金額は検討を要する
必要がある。

26
南レク城辺杯高校サッ
カー大会実行委員会
補助金

南レク愛南杯
高校サッカー大会
実行委員会

3,400 0 廃止
観客数も減少しており、事業効果が低
いと思われる。

27
かつおカップ
南予テニストーナメント
実行委員会補助金

かつおカップ
南予テニス
トーナメント
実行委員会

400 200 
3年以内
に見直し

開催の必要性が低くなっており、2大会
を一つにまとめることを要望する。町
助成によるスポーツその他の大会は、1
種目年1回でよいのではないか。
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28
ジャズイン南レク
実行委員会補助金

ジャズイン
南レク実行委員会

1,000 850 
3年以内
に見直し

一部の愛好家のためにあり、全体的効
果が少ないとの意見もある。

29 内海村商工会 内海村商工会 3,500 

18,000 継続

合併による統廃合の検討が必要。18年
度の統合に向け、給与費、管理費等の
削減に努めることが必要である。合併
に伴う人員の削減は明確ではないが、
18年度から県の補助額の動向を確認の
上、減額すべきだと思われる。

30 御荘町商工会 御荘町商工会 5,300 

31 城辺町商工会 城辺町商工会 5,500 

32 一本松町商工会 一本松町商工会 2,700 

33 西海町商工会 西海町商工会 4,500 

34
夏まつり実行委員会
補助金（内海）

内海夏まつり
実行委員会

2,000 

9,500 継続

合併により一町となった以上、開催場
所をできる範囲で統合すべきではない
か。

35
夏まつり実行委員会
補助金（御荘）

御荘夏まつり
実行委員会

5,000 

36
夏まつり実行委員会
補助金（城辺）

城辺夏まつり
実行委員会

2,200 

37
夏まつり実行委員会
補助金（一本松）

一本松夏まつり
実行委員会

2,000 

38
夏まつり実行委員会
補助金（西海）

西海夏まつり
実行委員会

5,000 

39
由良まつり実行委員
会補助金

由良まつり
実行委員会

1,200 200 
3年以内
に見直し

愛南ブランドの先駆的取組であり評価
できるが、同趣旨の常設市場とのバラ
ンスを考える必要がある。

40
商工まつり実行委員
会補助金

商工まつり
実行委員会

1,500 0 廃止

41
御荘湾立て干し網
実行委員会補助金

御荘湾
立て干し網
実行委員会

5,500 3,500 継続
広告料を減額したり、他の観光資源と
タイアップした企画・運営が望ましい。

42 水産業振興事業補助金 内海漁協 2,625 

7,500 
3年以内
に見直し

研究成果を基にして新規事業の開発に
向けての補助は適正で、愛南ブランド
としての情報発信は継続的に行われる
べきだろう。また、先進地視察研修は
適正に実施することが必要だ。18年度
事業計画により再検討を行い、組織再
編を進め育成する必要がある。漁協合
併のため、町内の漁協で補助額を一括
することが望ましい。

43 水産業振興事業補助金 御荘町漁協 1,332 

44 水産業振興事業補助金 南内海漁協 1,150 

45 水産業振興事業補助金
御荘町漁協
青年協

50 

46 水産業振興事業補助金
南内海漁協
青年協

250 

47 水産業振興事業補助金 西海町漁協 1,870 

48 水産業振興事業補助金 福浦漁協 2,927 

49 水産業振興事業補助金 深浦漁協 1,221 

50 水産業振興事業補助金 東海漁協 762 

51 水産業振興事業補助金 久良漁協 2,448 
マリンパウダー(養殖漁場の海底浄化剤)
の効果はどうなのか。マリンパウダー
の効果をチェックする必要がある。

52
魚食普及推進協議会
助成金

魚食普及推進
協議会

300 150 
3年以内
に見直し

繰越金が多額で、町の直営事業として
検討すべきではないか。

53
かつおフェア実行委員会
助成金

かつおフェア
実行委員会

5,000 3,500 継続

決算書において、収入部分(漁協持出分)
が分かると良いだろう。かつおフェア
事業全体を把握するため、収支決算書
の報告を求める必要がある。

54 海洋クラブ補助金 御荘B&G海洋クラブ 200 100 
3年以内
に見直し

補助対象が偏っているのではないか。

55
子どもセンター運営
補助金

じょうへん
子どもセンター

協議会
1,030 0 廃止

城辺地域以外の子供達にとっての利便
性はどうなのか。100%の補助率であり
協議会となっているが、実質は町の事
業なので、必要事業は町直営事業とし
て予算計上すべきではないか。

左の合計

21,500

左の合計

16,200
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56 わが里づくり事業補助金
申請のあった
各種団体

2,000 2,000 継続

事業内容をチェックすること。そし
て、行政の補完的な事業としての趣旨
が強く、何らかの限度額を設けるべき
だ。

57 PTA連合会補助金
愛南町ＰＴＡ

連合会
1,200 900 

3年以内
に見直し

補助団体としては、予備費計上が多い
のではないか。

58 青年団補助金
愛南町連合
青年団

500 350 
3年以内
に見直し

年齢制限を上げるなど、団員数の拡大
を図ることが必要ではないか。

59 婦人会補助金
愛南町連合
婦人会

1,800 1,300 継続
今後、地域活性化の中核となるべき団
体と自覚し、自主財源の確保を考える
べきだと思われる。

60 花いっぱい運動補助金
申請のあった
各種団体

1,500 1,200 継続
維持管理について考慮する必要がある
が、町内全域に広げてほしい。

61
子どもふれあい研修会
補助金

南宇和郡特殊学級
学校長協会

50 50 継続

62 町人権教育協議会補助金
愛南町

人権教育協議会
2,500 2,000 継続

啓発ビデオ作成、需用費削減等は評価
できるが、中高齢者層において教育効
果が低いのではないか。職員旅費は一
般会計から支出すべきだ。

63 文化協会補助金 愛南町文化協会 4,000 2,200 継続
経費の大部分が文化祭に使用されてい
る。今後、文化祭の実施方法の検討が
必要だと思われる。

64 指定文化財保存会補助金

増田、正木花
とり踊り保存
会・チョウナ
づくり家保存会

150 150 継続 保存活動は必要である。

65 各種大会等参加助成金
県大会等
出場団体

1,200 1,100 継続

66 体育協会補助金 愛南町体育協会 3,200 2,400 
3年以内
に見直し

繰越金が多く、設立されていない部活
動費は計上すべきではない。統一され
た体育協会の会則、組織表等により検
討されたい。会費徴収を検討し、自主
財源の確保を考えるべきではないか。

67 スポーツ少年団補助金
町内小学校単位団
（27団体）

3,081 2,500 継続
教育委員会と検討し、活動状況に応じ
た助成方法とすること。

68 体育奨励費
町内中学校
（９団体）

3,951 3,000 継続

69 若獅子太鼓助成金
城辺若獅子太
鼓保存会

200 160 継続
今後、伝統文化として保存する必要が
ある。

70
体育奨励費
（深浦地区合同運動会）

深浦地区
行政協力員会

50 － － 地域振興費への移行

71
体育奨励費
（東海地区運動会助成金）

東海地区
体育協会

50 － － 地域振興費への移行

72
体育奨励費
（緑地区秋季運動会）

緑地区体育協会 50 － － 地域振興費への移行

73
体育奨励費
（久良地区運動会助成金）

久良地区
行政協力員会

50 － － 地域振興費への移行

74
体育奨励費
（僧都山出地区運動会助成金）

40 － － 地域振興費への移行

75
各種大会等運営補助金
（第13回城辺剣道錬成大会）

城辺子供
剣道後援会

70 60 継続
剣道大会について、体育協会(南宇和剣
道会)により統一的運営ができないか。

76
各種大会等運営補助金
（第37回深浦少年剣道大会）

深浦地区
体育協会

90 70 継続
剣道大会について、体育協会(南宇和剣
道会)により統一的運営ができないか。

77 僧都地区奉納相撲
山出青壮年
クラブ

30 － － 地域振興費への移行

78
各種大会等運営補助金
（緑八朔相撲大会）

緑青年団 90 90 継続

大会も定着しており、運営状況も適正
である。
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79
体育奨励費
（菊川小学校区町民体育祭）

菊川地区総合区 70 － － 地域振興費への移行

80
体育奨励費
（長月小学校区町民体育祭）

長月地区総合区 70 － － 地域振興費への移行

81
体育奨励費
（赤水小学校区町民体育祭）

赤水地区総合区 70 － － 地域振興費への移行

82
体育奨励費
（中浦地区町民体育祭）

中浦地区総合区 100 － － 地域振興費への移行

83
各種大会等運営補助金
（ワールドパーティ)

ワールド
パーティーランド
実行委員会

130 110 継続
地域が起こした有意義な事業で、継続
のために可能な支援を行うべきだ。

84 体育奨励費（船越湾運動会） 船越地区 80 － － 地域振興費への移行

85 体育奨励費（福浦体育祭） 福浦地区 80 － － 地域振興費への移行

86 体育奨励費（武者泊運動会） 武者泊地区 130 － － 地域振興費への移行

87 体育奨励費（西浦湾運動会） 西浦地区 80 － － 地域振興費への移行

88
四国西南地区高等学校
招待相撲大会

四国西南地区
高等学校招待
相撲実行委員会

900 450 
3年以内
に見直し

町が全額補助して開催する必要がな
い。運営方法の再考をすること。他の
地域の同種大会に比べ、補助額が多額
すぎる。将来的には八朔相撲と同程度
にし、運営主体を地区にすること。

89 ソフトバレー大会西浦地区 西浦地区 100 － － 公民館事業での実施が望ましい。

90 体育奨励費（地区運動会） 柏地区等 50 － － 地域振興費への移行

91 体育奨励費（地区運動会） 家串地域 50 － － 地域振興費への移行

92 体育奨励費（地区運動会） 魚神山地域 50 － － 地域振興費への移行

93 どろんこサッカー大会 篠山クラブﾞ 400 400 継続

イベントの知名度・参加範囲等は、県
内有数であり、町のPRの目玉としての
支援をする必要がある。

94
花と夢咲く県境の町
推進委員会補助金

花と夢咲く県境の
町推進委員会

900 700 継続
繰越金の有効活用を行う。また、視察
研修の必要性はないと思われる。

95 各種大会運営補助金

一本松剣道
後援会・あけぼの
バレーボール
実行委員会

350 350 継続
剣道大会について、体育協会(南宇和剣
道会)により統一的運営ができないか。

96
壮年グループ連絡協議会
補助金

一本松壮年
グループ連絡

協議会
160 100 継続

負担金をもう少し上げたらどうか。過
去の繰越金が過大である。事業につい
ては、わが里づくり補助金で実施する。

97
女性団体連絡協議会
補助金

一本松女性団体
連絡協議会

40 20 
3年以内
に見直し

事業については、わが里づくり補助金
で実施する。

98
町シルバー人材センター
補助金

町シルバー
人材センター

2,700 1,800 
3年以内
に見直し

合併後、範囲が広くなった分経費負担
も多くなるが、自主財源の確保を図
り、助成額の減額を考える必要があ
る。今後、手数料を上げるなどの検討
を要する。

99 敬老会補助金 70歳以上町民 11,800 10,000 継続

補助金の使途について適正なチェック
を。地区により実施方法がまちまちで
あるが、最大多数に公平な運営が必要
で、補助金総額(予算額)は、一定額を保
つ必要がある。

100 各種大会等運営補助金

ＤＥ・あ・い
七夕祭り実行委員会
パールイルミ
ネーション
実行委員会

295 200 継続
わが里づくり補助金での事業実施を検
討する。

101
DE・あ・い・２１ホームページ
実行委員会補助金

うちうみホーム
ページ作成委員会

300 220 継続
愛南町全体に広がることを希望する
が、町補助金は1年のみの継続とする。
(町のホームページへの統一を検討する)
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102 町道維持補修補助金 各地区 1,200 1,000 継続

103 河川維持補修補助金 各地区 380 300 継続

104 軍人恩給連盟補助金 軍人恩給連盟 200 100 
3年以内
に見直し

戦後60年が経過し、会員も高齢化して
おり、町補助金の使途も不適正な部分
がある。

105 日赤奉仕団補助金
愛南町御荘
赤十字奉仕団

50 0 廃止
日赤愛南支部より補助すべきではない
か。

106
ボランティア連絡会
活動費助成金

愛南町ボラン
ティア連絡会

2,100 1,800 継続

107 遺族会補助金 愛南町遺族会 2,500 1,800 
3年以内
に見直し

戦後60年が経過し、遺族会活動の必要
性も低下しているのではないか。

108 軍恩欠格者連盟補助金
軍恩欠格者連盟

御荘支部
20 0 廃止

109 各種大会等参加助成金
愛媛県社会福祉
大会参加者

120 100 
3年以内
に見直し

大会参加人員の確保のため、補助は仕
方ないと思われる。

110 傷痍軍人会補助金
愛南町

傷痍軍人会
150 50 

3年以内
に見直し

繰越が多く、3年後に廃止を検討する。

111 手をつなぐ育成会補助金
南宇和郡

手をつなぐ育成会
100 70 

3年以内
に見直し

繰越が多く、会の趣旨からも自主財源
で運営してほしい。

112
身体障害者福祉協議会
補助金

愛南町身体障害者
福祉協議会

1,400 1,300 
3年以内
に見直し

自主財源を増額し、町補助金の減額を
図ることを検討してほしい。

113 視覚障害者協会補助金
南宇和

視覚障害者協会
15 15 

3年以内
に見直し

将来的に身体障害者団体との統合を検
討できないか。

114
船越保育園福浦分園
補助金

社会福祉法人
船越保育園

1,200 1,200 
3年以内
に見直し

地元保護者と意見を交換し、小成川保
育所との統合など、早急に対策をたて
る事が必要ではないか。

115 母子寡婦福祉会補助金
愛南町母子寡
婦福祉会

750 500 
3年以内
に見直し

補助率81.6%と高率であり、会費等の引
上げをすべきと思われる。

116 在宅当番手当等補助金 南宇和郡医師会 1,380 1,380 継続
地域医療充実のため、継続が必要であ
る。

117 健康を守る会補助金 中浦健康を守る会 100 100 継続
町内各地区に拡大されることを望みた
い。

118 町食生活改善推進協議会
愛南町食生活
改善推進協議会

350 300 
3年以内
に見直し

会の活動が会員のみであり、一般住民
への貢献度がわからない。

119
南宇和地区食品衛生協会
補助金

南宇和地区
食品衛生協会

200 0 廃止

会の性格上、町補助金は不要である。
（会則での経費充当科目に補助金はな
い）団体の規模・予算等から町の助成
を必要とする具体的理由はないと思わ
れる。

120
南宇和精神障害者の社会
参加を進める会補助金

南宇和精神障
害者の社会参
加を進める会

300 300 
3年以内
に見直し

繰越金が多い。会の目的と必要性は理
解できるが、規約で会長を町長と指定
する団体に補助することは問題だと思
われる。

121
郡精神障害者家族会
補助金

南宇和郡精神
障害者家族会

100 100 
3年以内
に見直し

122
南宇和心の健康を考える会
補助金

南宇和心の健
康を考える会

150 50 
3年以内
に見直し

行政機関及びその職員等が構成員とな
る会であれば、補助金の名称は不適切
ではないか。

123
久良いきいき健康づくり
協議会補助金

久良いきいき
健康づくり協議

会
50 50 継続

繰越金が多い。検診率の向上を目的と
して発足した会なのでその効果達成度
を明示することが必要である。

124 土地改良区補助金
各土地改良区
（３団体）

1,705 1,000 継続
３団体の役員手当基準の統一をするこ
と。
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125 水稲損害防止事業費 農業共済組合 1,420 0 継続

防止対策の実施状況が確認できない。
補助金0ベースから来年度検討を行う。
(補助形態の確認、整理が必要)当初査定
において検討する。

126
家畜共済推進事業
（果樹共済推進事業費）

農業共済組合 67 67 
3年以内
に見直し

飼育頭数の確認を徹底すること。

127 稲作部会補助金
JAえひめ南
稲作部会

750 400 
3年以内
に見直し

視察研修費用については半減するこ
と。会費200円については、他団体より
著しく小額と思われる。

128 野菜部会補助金
JAえひめ南
野菜部会

450 250 
3年以内
に見直し

会議費、役員手当は自主財源で充当す
ること。
視察研修費については減額すること。

129 果樹部会補助金
JAえひめ南
果樹部会

450 230 
3年以内
に見直し

会議費・役員手当は自主財源で充当す
ること。研修費用については減額する
こと。

130 肉用牛部会補助金
JAえひめ南
肉用牛部会

250 160 
3年以内
に見直し

自主財源を増額し、適正な運営をする
こと。

131
御荘かんきつ組合活動
助成金

御荘柑橘組合 150 100 
3年以内
に見直し

役員手当、その他組合運営に関する経
費は自主財源で対応すること。

132 和口営農集団活動助成金 和口営農集団 40 0 廃止
繰越金が多い。研修旅行をするための
組織と考えられ補助は廃止すべきで、
わが里づくり補助金で対応すること。

133 菊川営農集団活動助成金 菊川営農集団 40 0 廃止
繰越金が多い。研修旅行をするための
組織と考えられ補助は廃止すべきで、
わが里づくり補助金で対応すること。

134 青果出荷組合活動助成金 青果出荷組合 230 150 
3年以内
に見直し

繰越金が多い。研修費用の補助額を減
額し、組合運営経費は自主財源を充当
をすること。

135
緑集落農業協議会活動
助成金

緑集落農業協議会 150 100 
3年以内
に見直し

毎年度連続の研修は、減額を考えるべ
きだ。事業内容が研修のみは問題であ
る。

136 広見営農組合活動助成金 広見営農組合 300 160 継続

町補助金による視察研修は減額を検討
すべきだ。補助目的をほぼ達成し、自
立能力を有しているので、19年度以降
補助金カットを検討する。

137
レインボー一本松活動
助成金

レインボー
一本松

300 200 継続

町補助金による視察研修は減額を検討
すべきだ。補助目的をほぼ達成し、自
立能力を有しているので、19年度以降
補助金カットを検討する。

138
フレッシュ一本松
出荷者協議会

フレッシュ
一本松出荷者組合

300 150 継続
組合運営の適正化を図るべきだ。補助
目的は概ね達成されている。

139
一本松蔬

そ

菜
さい

園芸組合活動
助成金

一本松
蔬菜園芸組合

250 100 
3年以内
に見直し

役員手当・会議費は自主財源で行う。
総予算に占める会議費・視察研修費が
約50%になっているので、活動内容を検
討すること。

140
たばこ耕作組合活動
助成金

たばこ耕作組合 100 50 
3年以内
に見直し

多額の繰越金もあり、自主運営が可能
と思われる。

141 内海地鶏部会 内海地鶏部会 40 30 継続
複数の要因により、事業が衰退してい
るので、立て直し策を検討する必要が
ある。

142 しいたけ生産組合助成金 しいたけ生産組合 200 100 
3年以内
に見直し

町の特産品としての拡大を図ること。
また、品質改善・生産性向上のための
具体的な研究活動をすべきではないか。

143
一本松かんきつ生産組合
助成金

一本松かんきつ
生産組合

150 80 
3年以内
に見直し

会費収入より、役員報酬、会議費が多
額だ。運営の適正化を図る必要がある。

         合　計 185,794 128,135 

差　　引（①・②を除いた総額） 183,174 128,135 

　※・答申結果一覧表の見直し金額は、平成17年度予算に対してのものです。

　　・答申結果一覧表の付帯意見は、委員会において審査時にでた意見です。

　　・答申結果一覧表の結果欄の廃止は、補助金交付に対してのものです。

①　　　　地域振興補助金・一般会計で対応するもの

②　　　　平成18年度予算要求時に検討するもの
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役場からのお知らせ

（2）職員の平均給料月額、初任給等の状況
（ｱ）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　（平成17年4月1日現在）

区　分
一　般　行　政　職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

愛南町 43.00歳 298,001円 49.60歳 224,516円

愛媛県 42.10歳 364,189円 44.11歳 326,139円

国 40.30歳 329,723円 48.10歳 285,023円

（注）「給料月額」は、平成17年４月１日現在における各職種ごとの
職員の基本給を平均したものです。

（ｳ）特記事項
　①　平成17年4月1日より町長、助役、収入役の給料

を5.0％、教育長の給料を1.7％減額して支給して
います。

　②　平成17年4月1日より管理職手当を2.0％減額し
て支給しています。

（ｲ）職員の初任給の状況（平成17年4月1日現在）

区　　　分
愛南町 国

初任給 2年後の給料 初任給 2年後の給料

一般
行政職

大学卒 170,700円 184,400円 170,700円 184,400円

高校卒 138,800円 148,500円 138,800円 148,500円

技能
労務職

高校卒 131,900円 140,700円

中学卒 120,600円 128,100円

（ｳ）職員の経験年数別・学歴別別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成17年4月1日現在）

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般
行政職

大学卒 264,706円 309,794円 368,927円

高校卒 225,260円 276,654円 314,461円

技能
労務職

高校卒 202,076円 227,266円 249,733円

中学卒 199,566円 213,350円 266,200円

（3）一般行政職の級別職員数の状況
　　　　　　　　　　　　（平成17年4月１日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1級  主事補 3人 0.9%

2級  主事 84人 25.2%

3級  主査 61人 18.3%

4級  係長・主任 48人 14.4%

5級  専門員 28人 8.4%

6級  課長補佐 34人 10.2%

7級  課長 66人 19.8%

8級  総括課長 10人 3.0%

計 334人 100.0%

（注）１　愛南町の給与条例に基づく給料表の級別区分による職員数
です。

　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な
職務です。

（4）職員手当の状況
（ｱ）期末手当・勤勉手当（平成16年度）

区　　分
愛南町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

支給割合 3.00月分 1.40月分 3.00月分 1.40月分

加算措置の
状況

職務上の段階、職務
の級等による加算措置
役職加算5～20％

職務上の段階、職務
の級等による加算措置
役職加算5～20％
管理職加算10～25％

（ｱ）昇給期間短縮の状況（平成16年度）

区　　　分
一般
行政職

技能
労務職

合　計

職員数（Ａ） 334人 69人 403人

普通昇給期間(12～24月)を
を短縮して昇給した職員数

（Ｂ）
4人 2人 6人

比率（Ｂ）／（Ａ） 1.2% 2.9% 1.5%

（ｲ）退職手当（平成17年4月1日現在）

区　　分
愛南町 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

 勤続20年 21.00月分 27.30月分 21.00月分 27.30月分

 勤続25年 33.75月分 42.12月分 33.75月分 42.12月分

 勤続35年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分

 最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

 その他
加算措置

定年前早
期退職特
例措置

（2～20％）

定年前早
期退職特
例措置

（2～20％）

 1人当たり
平均支給額

（平成16年度）
332千円 18,977千円

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種
に係る職員に支給された平均額です。

105
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85
80
75
70

90.2

97.9 101.1

愛
南
町

全
地
方
公
共

団
体
平
均

愛
媛
県

（ｴ）ラスパイレス指数の状況

（注）１　ラスパイレス指数とは、各地方公共団体の学歴別・経験年
数別の職員数が国家公務員のそれと同じであると仮定し、そ
の職員数に各地方公共団体の平均給料月額を乗じて得られる
給料総額が国家公務員の給料総額に対してどのような割合に
なるかを示す指数です。

　　　　　上記の本町ラスパイレス指数は、本町の一般行政職の給与
水準を、国家公務員の行政職俸給表（一）適用者のそれを
100として比較したものです。

　　　２　ラスパイレス指数は、愛南町については平成17年4月1日現
在、それ以外の団体については平成16年4月1日現在の数値と
なっております。

（ｳ）特殊勤務手当（平成16年度普通会計決算）

区　　　　　　分 全職種

 支給実績 9,530千円

 支給職員1人当たり平均支給年額 67,589 円

 職員全体に含める手当支給職員の割合 25.8%

 手当の種類（手当数） 10

主な手当として、税徴収等手当、野猿駆除手当、ごみ処理・し
尿処理手当、消防職手当、救急出動手当があります。
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愛南町職員の給与と定員管理の状況等をお知らせします
　町職員の給与は、地方公務員法により、国や県など他の地方公共団体、民間企業、職務の内容を考

慮して、条例で定められていますが、その状況について町民の方々に公表します。

【問合先】総務課職員係　ＴＥＬ７２－１２１１（内線２０１）

（3）職員数の状況
（ｱ）部門別職員数の状況と主な増減理由

区分
部門

職　員　数
主な増減理由平成

16年
平成
17年

対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農林水産
商　工
土　木
小　計

　3人
  76人
  15人
146人
  88人
  30人
  13人
  28人
399人

　3人
  82人
  13人
151人
  73人
  30人
  13人
  22人
387人

  　0人
  　6人
  △2人
  　5人
△15人
  　0人
  　0人
  △6人
△12人

業務量増による増員
事務の統廃合縮小による減員
業務量増による増員
事務の統廃合縮小による減員

事務の統廃合縮小による減員

特
別
行

政
部
門

教　育
消　防
小　計

104人
  44人
148人

107人
  45人
152人

  　3人
  　1人
  　4人

業務量増による増員
業務量増による増員

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病　院
水　道
交　通
下水道
その他
小　計

  44人
  16人
　6人
　1人
  17人
  84人

  47人
  16人
　6人
　1人
  16人
  86人

  　3人
  　0人
  　0人
  　0人
  △1人
  　2人

業務量増による増員

事務の統廃合縮小による減員

合　　計 631人 625人   △6人
（注）１　職員数は一般職に属する職員数（教育長1人含む）であり、

地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員等を含み、臨
時又は非常勤職員、宇和島地区広域事務組合及び愛南町社会
福祉協議会出向職員等（平成16年11人、平成17年7人）を除
いてます。

　　　２　平成16年の職員数は平成16年10月1日現在、平成17年の職
員数は平成17年4月1日現在となっております。

（ｲ）一般行政職の年齢別職員構成の状況
　　　　　　　　　　　　　　（平成17年4月1日現在）

（ｳ）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
  ａ 定員適正化目標（数･率）

計　画　期　間
数値目標

始　　期 終　　期

平成17年4月1日 平成22年3月31日 △82人（13％減）

  ｃ 定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の概要

区分
部門

平成16年
計画前年

平成17年
１年目

平成16～17年
計

（参考）
数値目標

一
般
行
政
部
門

減　員
増　員

23人
11人

23人
11人

差　引 △12人 △12人 （100.0％）

職員数 399人 387人 387人 387人

（注）１　平成16年の職員数は平成16年10月1日現在、平成17年の職
員数は平成17年4月1日現在となっております。

　　　２　（　%）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。
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1 職員の任免及び職員数に関する状況

  ｂ 平成22年4月1日における定員の数値目標

　厳しい経済状況の中、国・地方自治体でも、行財政

改革の推進が急激な課題になっています。

　本町においても、抜本的な事務・事業の整理、組織

の合理化、職員の適正配置に努めていきます。また、

民間委託や電算化の推進による職員数の削減に取組み

ます。

　職員の増員については、専門分野（医療職、消防職

員等）の職員を中心に、原則として退職した職員の３

割程度の補充とし、職員数を平成17年度からの５年間

で82人（13％）を削減目標に取組、平成22年4月1日に

は職員数が549人になる予定です。 

２　職員の給与の状況
（1）総括
（ｱ）人件費の状況（平成16年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口
平成17年

３月31日現在

歳出額
（Ａ）

実質収支
人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

28,294人 19,001,408千円 812,704千円 4,175,217千円 22.0%

（注）１　「地方財政状況調査」の区分による普通会計決算です。
　　　２　人件費には、特別職の給与、共済組合負担金、公務災害補

償費などを含みます。

（ｲ）職員給与費の状況（平成17年度普通会計当初予算）

職員数
（Ａ）

給　　　　与　　　　費
1人当り
給与費

給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計（Ｂ） （Ｂ/Ａ）

552人 1,891,336千円 336,656千円 758,809千円 2,986,801千円 5,411千円

（注）１　給与費は当初予算に計上された額です。
　　　２　職員数は予算計上数値であり、平成17年4月1日現在の職員

数とは一致しません。

役場からのお知らせ

（1）職員の採用状況　　　　（平成17年4月1日現在）

区　分
一般行政部門 特別行政部門 公営企業会計部門

男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計

消防隊員 － － 0人 2人 － 2人 － － 0人 

薬剤師 － － 0人 － － 0人 1人 1人 2人 

看護師 － － 0人 － － 0人 － 2人 2人 

合　計 0人 0人 0人 2人 0人 2人 1人 3人 4人 

（2）職員の退職の状況　　 （平成17年3月31日現在）

区　分
一般行政部門 特別行政部門 公営企業会計部門

男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性 計

定年退職 2人 1人 3人 2人 － 2人 1人 2人 3人 

定年前退職 5人 3人 8人 － － 0人 1人 － 1人 

合　計 7人 4人 11人 2人 0人 2人 2人 2人 4人 
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住宅（空家）の概要
住宅名（区分） 住宅所在地 構　造 空部屋の概要

月別家賃 敷　　　金 共益費 その他特記事項
菊川住宅（公営住宅） 御荘菊川1963番地1 木造2階建（築7年） 106号 3DK 77.4㎡
23,000円～38,200円 家賃の3ヵ月分 有

家串団地（公営住宅） 家串1154番地
コンクリートブロック
造2階建（築27年）

1棟1号、2号 3DK 61.3㎡

11,200円～18,500円 家賃の3ヵ月分 無

魚神山団地（公営住宅） 魚神山264番地
コンクリートブロック
造2階建（築27年）

1号、2号 3DK 61.3㎡

11,200円～18,500円 家賃の3ヵ月分 無
脇田団地（特定公共賃貸住宅） 柏369番地 鉄筋3階建（築4年） B棟306号 3LDK 123.07㎡

39,000円 家賃の3ヵ月分 有 電気温水器

※入居の際には、連帯保証人が2名必要になります。

役場からのお知らせ

（ｴ）時間外勤務手当（平成16年度普通会計決算）

支給実績 1人当たり平均支給年額

95,734千円 239千円

（5）特別職の報酬等の状況（平成17年4月1日現在）

区　　分 給料月額等
期末手当支給割合

6月期 12月期 計

給料

町　長 770,000円 1.60月分 1.70月分 3.30月分

助　役 625,000円 1.60月分 1.70月分 3.30月分

収入役 570,000円 1.60月分 1.70月分 3.30月分

報酬

議　長 286,000円 1.60月分 1.70月分 3.30月分

副議長 227,000円 1.60月分 1.70月分 3.30月分

議　員 181,000円 1.60月分 1.70月分 3.30月分
（注）１　平成17年4月1日より町長、助役、収入役の給料を5.0％減額

して支給しています。
　　　２　平成17年4月1日より議長、副議長の報酬を1.2％減額して支

給してます。

（ｵ）その他の主な手当（平成16年度普通会計決算）

手
当
名

内　　　容
支給
単価

国の制度
と

異なる
内容

支給
実績

支給職員
１人当たり
平均支給年額

扶
養
手
当

 配偶者 13,500円 同

64,502千円 250千円 

配
偶
者
以
外

１
人
目

 

配
偶
者
有

配偶者が
扶養親族

6,000円 同

配偶者が
非扶養親族

6,500円 同

 配偶者無 11,000円 同

２人目 6,000円 同

３人目 5,000円 同

満15歳に達す
る日後の最初
の年度初めか
ら満22歳に達
する日以後の
最初の年度末
までの子

（１人につき）
5,000円
加算

同

住
居
手
当

持家居住者
（取得後５年間まで）

2,500円 同

18,068千円 184千円 
借家居住者 
（最高支給限度額）

27,000円 同

通
勤
手
当

片道５㎞未満 2,000円

同 17,925千円 41千円 

片道５㎞以上10㎞未満 4,100円

片道10㎞以上15㎞未満 6,500円

片道15㎞以上20㎞未満 8,900円

片道20㎞以上25㎞未満 11,300円

片道25㎞以上30㎞未満 13,700円

片道30㎞以上35㎞未満 16,100円
片道35㎞以上40㎞未満 18,500円
片道40㎞以上45㎞未満 20,900円
片道45㎞以上50㎞未満 21,800円
片道50㎞以上55㎞未満 22,700円
片道55㎞以上60㎞未満 23,600円
片道60㎞以上 24,500円

《公共交通機関使用者》
最長６箇月の定期券等の
価格による運賃等相当額

最高支給
限度額
55,000円    
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安
全
、安
心
を
め
ざ
し
て

　

南
レ
ク
城
辺
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
平

成
18
年
愛
南
町
消
防
出
初
式
」
が
、
各
地
域

の
消
防
団
員
、
柏
、
平
城
、
城
辺
、
一
本
松

の
各
小
学
校
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
中
・
外

泊
女
子
火
防
隊
、
城
辺
中
学
校
吹
奏
楽
部
な

ど
関
係
者
約
8
0
0
名
の
参
加
に
よ
り
盛
大

に
挙
行
さ
れ
、
規
律
正
し
い
分
列
行
進
に
始

ま
り
、
服
装
及
び
車
両
・
機
械
器
具
の
点
検
、

小
型
ポ
ン
プ
並
び
に
ポ
ン
プ
車
操
法
、
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
参
加
し
た
地
震
対
応
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
、
谷
口
町
長
が
『「
自

ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
機
運

が
、
町
内
全
域
に
広
が
る
こ
と
を
願
う
と
と

も
に
、
薄
れ
ゆ
く
地
域
の
連
帯
感
の
つ
な
ぎ

役
と
し
て
、
団
員
各
位
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
』
と
、あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

 

な
お
、
当
日
、
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ

た
方
々
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

● 

功
績
章

   

二
神
修

お
さ
む

団
本
部
副
団
長

● 

精
績
章

   

加
藤
正ま

さ

則の
り

団
本
部
副
団
長　

吉
田
秀ひ

で

靖や
す

団
本
部
副
団
長

● 

勤
続
章

   

松
﨑
秀ひ

で

樹き

西
海
方
面
隊
第
5
分
団
団
員

   

田
村
正ま

さ

穂お

西
海
方
面
隊
第
9
分
団
団
員

   

松
下
誠

ま
こ
と

元
城
辺
方
面
隊
第
3
分
団
団
員

【
愛
媛
県
知
事
表
彰
】

● 

功
労
章

   

松
本
伯の

り

竹た
け

消
防
本
部
司
令
補
外
6
名

【
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

● 

功
績
章

   

松
岡
増ま

す

幸ゆ
き

団
本
部
副
団
長
外
2
名

● 

勤
続
章

   

目
関
頼よ

り

宏ひ
ろ

内
海
方
面
隊
第
7
分
団
部
長
外
38
名

【
愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状 

家
族
内
助
の
功
労
者
】

   

山
下
啓け

い

子こ

（
団
本
部
副
団
長
の
妻
）

【
愛
南
町
長
表
彰
】

   

山
木
淳

じ
ゅ
ん

也や

御
荘
方
面
隊
第
4
分
団
班
長
外
9
名

【
愛
南
町
消
防
団
長
表
彰
】

   
松
田
憲け

ん

市い
ち

城
辺
方
面
隊
第
1
分
団
団
員
外
33
名

1
/
8
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宇和海ふれあいセンター
（道の駅みしょうMIC）

　

こ
の
組
織
は
、
愛
媛
県
下
に
お
け
る
税
の

公
平
性
の
確
保
及
び
滞
納
額
の
縮
減
を
図
る

た
め
、
市
町
単
独
で
は
処
理
が
困
難
な
事
案

を
引
き
受
け
、
財
産
の
差
押
や
公
売
に
よ
る

差
押
財
産
の
換
価
な
ど
の
滞
納
処
分
を
前
提

に
滞
納
整
理
を
行
う
組
織
で
す
。

Ｑ
１ 

「
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
と

は
ど
の
よ
う
な
組
織
で
す
か
？

Ａ
１　

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
一
部
事
務
組

合
で
あ
り
、
県
内
全
市
町
加
入
の
特
別

地
方
公
共
団
体
で
す
。
各
市
町
単
独
で

は
処
理
困
難
な
高
額
滞
納
案
件
等
を
引

き
受
け
て
、
差
押
等
の
滞
納
処
分
を
前

提
と
し
た
滞
納
整
理
の
促
進
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
　
　

職
員
は
、
市
町
と
県
か
ら
の
派
遣
職

員
等
で
構
成
さ
れ
、
よ
り
専
門
性
の

高
い
滞
納
整
理
を
行
う
た
め
、
国
税
Ｏ

Ｂ
、
弁
護
士
等
を
顧
問
と
し
て
配
置

し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
す
。
機
構

の
事
務
所
は
、
松
山
市
内
に
設
置
さ
れ

ま
す
。

Ｑ
２ 

「
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
で
す
か
？

Ａ
２　

市
町
か
ら
の
再
三
の
催
告
に
応
じ
な

 
税
務
課
か
ら
！

平
成
18
年
４
月 

「
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」

が
設
立
さ
れ
ま
す
!!

（
県
内
全
市
町
加
入
の
徴
収
専
門
組
織
）

い
も
の
、
滞
納
額
が
高
額
な
も
の
な
ど

の
滞
納
事
案
を
引
き
受
け
、
迅
速
に
滞

納
整
理
を
行
い
ま
す
。
機
構
で
は
、
広

範
囲
な
財
産
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
換
価
し
や
す
い
財
産
を
発
見
し
、

速
や
か
に
滞
納
処
分
に
移
り
ま
す
。
ま

た
、
差
押
財
産
の
公
売
も
行
い
ま
す
。

 

総
務
課
か
ら
！

公
共
施
設
の

指
定
管
理
者
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
愛
南
町
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関

す
る
条
例
（
平
成
17
年
愛
南
町
条
例
第
47

号
）
第
18
条
第

３
項
の
規
定
に

よ
り
、
施
設
の

設
置
目
的
等
、

慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
12
月

町
議
会
定
例
会

で
、
３
つ
の
公

共
施
設
の
指
定

管
理
者
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
御
荘
霊
苑
に

つ
き
ま
し
て
は
、否
決
さ
れ
ま
し
た
。

施設名 指定管理者名

フレッシュ
一本松

一本松ふるさと振興株式会社

代表取締役社長

山口　修
しゅうじ

兒

石垣の里
「だんだん館」

愛南町外泊地区

区長　楠葉　和
かず

弘
ひろ

宇和海
ふれあい
センター

有限会社　愛南総研

代表取締役社長

尾崎　勝
かつ

也
や

 

町
民
課
か
ら
！

国
民
年
金
保
険
料
は
、

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例

免
除
が
あ
り
ま
す
！

　

所
得
の
減
少
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を

納
付
す
る
の
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除

（
全
額
・
半
額
）
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
退
職
（
失
業
）
の
場
合
は
、
特
例
免
除
の

申
請
が
で
き
ま
す
。

・
特
例
免
除
の
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト
１

《
保
険
料
を
一
部
納
付
し
た
の
と
同
じ
！
》

  

免
除
の
承
認
期
間
は
、
年
金
額
は
保
険

料
が
納
付
さ
れ
た
場
合
に
対
し
て
３
分
の

１
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
２ 

《
万
が
一
の
際
に
も
確
か
な
保
障
！
》

  

本
来
で
あ
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が
必
要

な
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

の
障
害
年
金
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
時
の
遺
族
年
金
な
ど
が
免
除
承
認

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

　

日　

時　

２
月
15
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

場　

所　

城
辺
商
工
会
館
２
階

期
間
に
つ
い
て
は
、
支
給
対
象
の
期
間
と

さ
れ
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
３ 

《
本
人
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
！
》

  

特
例
免
除
と
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
審
査

の
対
象
と
な
る
本
人
所
得
を
除
外
し
て
審

査
を
行
い
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
も
の
で
す
。（
配
偶
者
、
世
帯
主
に
一
定

以
上
の
所
得
が
あ
る
時
は
保
険
料
免
除
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

１　

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の
（
納
付
書
等
）

２　

認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不

要
）

３　

失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
離
職
票
等
の

写
。

手
続
き
先

　

本
庁
・
各
支
所
国
民
年
金
担
当
窓
口
、
ま

た
は
社
会
保
険
事
務
所
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
し
く
は
、
町
民
課
へ
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

役場からのお知らせ
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12
/
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消
防
署
か
ら
！

軽
消
防
自
動
車
が

　

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
！

　

役
場
本
庁
玄
関
で
、
全
自
動
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
軽
消
防
自
動
車
受
納
式
が
あ
り
、
㈳

日
本
損
害
保
険
協
会
内
田
事
務
局
長
か
ら
谷

口
町
長
に
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

寄
贈
さ
れ
た
軽
消
防
自
動
車
１
台
（
全
国
で

20
の
自
治
体
に
寄
贈
さ
れ
た
内
の
１
台
）

は
、
御
荘
方
面
隊
第
２
分
団
（
左
右
水
）
に

配
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
火
災
発
生
時
で

の
機
動
性
を
活
か
し
た
消
火
活
動
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

1
/
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内
海
支
所
か
ら
！

網
代
・
魚
神
山
地
区
に
、

緊
急
搬
送
車
両
を

　
　

整
備
し
ま
し
た
！

　

消
防
署
か
ら
約
30
㎞
以
上
離
れ
、
緊
急
時

の
患
者
搬
送
に
お
い
て
、
車
両
整
備
の
必
要

性
が
あ
る
た
め
、
網
代
、
魚
神
山
地
区
に
ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
・
車
椅
子
積
載
可
能
な
「
緊

急
搬
送
車
両
」
を
整
備
し
、
遠
隔
地
の
利
便

性
の
向
上
お
よ
び
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。

　

12
月
号
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
よ
う
に
、
保
健
福
祉
課
で
は
「
愛
南

町
健
康
増
進
計
画
」
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
健
康
増
進
計
画
と
は
、
平
成
19
年

度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
愛

南
町
の
み
ん
な
が
「
健
康
実
現
」
に
向

け
、
協
働
で
取
り
組
む
た
め
の
行
動
計
画

で
す
。

　

先
般
、
各
施
設
で
健
康
づ
く
り
を
支
援

す
る
１
３
２
名
（
地
区
組
織
）
が
話
し
合

い
、
そ
の
結
果
、
『
私
た
ち
が
目
指
す
理

想
の
暮
ら
し
』
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
み
ん
な
が
お
互
い
に
役
割
を
は
た
し

な
が
ら
支
え
合
う
ま
ち
、
そ
し
て
、
声
を

か
け
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
活
気
あ

る
暮
ら
し
で
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
い
い
か
、

あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
な

の
か
。
住
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
計
画
を
策
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

《
募
集
方
法
》

　

左
記
の
場
所
で
『
実
現
す
る
た
め
の
条

件
』
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
設
置
し
て
あ

る
用
紙
に
『
実
現
す
る
た
め
の
条
件
』
を

記
入
し
て
、
模
造
紙
に
貼
り
付
け
て
く
だ

さ
い
。

設
置
場
所

　

本
庁
、
各
支
所
、

　

各
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

各
公
民
館
、
夢
創
造
館

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

プ
ラ
ザ
城
辺

募
集
期
間  

　

２
月
１
日（
水
）〜
３
月
15
日（
水
）

問
い
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課　

健
康
増
進
係

　

℡  
７
２
―

１
２
１
２

『
私
た
ち
が
目
指
す
理
想
の

暮
ら
し
』
を
実
現
す
る
た
め

の
条
件
募
集

役場からのお知らせ

1
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固

定

資

産

税

月末

（4期分/4期）

国

民

健

康

保

険

税

月末

（9期分/10期）

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

※
西
海
地
域
の
定
期
納
入
日
は
、
24
日（
金
）

　

で
す
。

口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
を
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料

の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日

は
翌
月
の
10
日
で
す
。

❸
既
に
旧
町
村
で
口
座
振
替
依
頼
書
を

提
出
し
て
い
る
方
は
、
新
た
に
提
出

す
る
こ
と
な
く
、
愛
南
町
と
し
て
処

理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
税
は
納
期
限
ま
で
に
確
実
に

納
入
し
ま
し
ょ
う
！

税
に
関
す
る
ご
質
問
は
、
本
庁
税
務
課

ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

２
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

保健事業のお知らせ（２月）

役場からのお知らせ

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 対象年齢

乳児後期健診
2月  2日 木

城辺保健福祉
センター H17年1月1日～

3月31日生
2月  7日 火 御荘文化センター

２歳児健診
2月  9日 木

城辺保健福祉
センター H15年11月1日～

H16年1月31日生
2月14日 火 御荘文化センター

５歳児健診

2月21日 火 御荘文化センター
H12年11月1日～
H13年1月31日生

2月23日 木
城辺保健福祉
センター

＊対象：御荘文化センター（内海地域、御荘地域、西海地域）、城辺保健福祉セン
ター(城辺地域、一本松地域）対象者には通知します

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 受付時間

みるくひろば 2月  1日 水
一本松保健
センター

９：３０～１１：３０

みなみっ子 2月27日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆そ の 他☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場　所 受付時間

両親学級
「かるがも教室」

2月19日 日
城辺保健福祉
センター

　９：３０～１１：３０

事前申込み

育児学級
「わんぱくクラブ」

2月15日 水
城辺保健福祉
センター

１０：００～１１：３０

病態別栄養相談 2月10日 金
城辺保健福祉
センター

１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問合せ先　保健福祉課　℡  ７２－１２１２

　

町
で
は
５
歳
児
健
康
診
査
で
む
し
歯
が
０

本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児
健
診
で
は

49
名
の
受
診
者
の
中
で
21
名
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
し
て
、

き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

山　

中　

謙け
ん

志し

郎ろ
う 

さ
ん
（
御
荘
平
城
）

 
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

５
歳
児
歯
科
表
彰
！

　

下　

田　
　
　

葵
あ
お
い 

さ
ん
（
御
荘
長
月
）

　

清　

家　
　
　

龍
り
ゅ
う 

さ
ん
（
御
荘
平
城
）

　

佐　

野　

寿と
し　

幸ゆ
き 

さ
ん
（
御
荘
平
城
）

　

安　

延　

龍
り
ゅ
う
の
す
け

之
介

さ
ん
（
御
荘
和
口
）

　

尾　

﨑　

優ゆ
う　

誠せ
い 

さ
ん
（
御
荘
平
城
）

　

清　

家　

楓ふ
う　

南な 

さ
ん
（
御
荘
平
城
）

　

正　

岡　

斐ひ

奈な

乃の 

さ
ん
（
御
荘
平
城
）

　

丸　

田　

明あ

日す

香か 

さ
ん
（
御
荘
菊
川
）

　

牧　

野　

星せ
い　

雅が 

さ
ん
（
平　
　

碆
）

　

浅　

野　

響き
ょ
う
し
ろ
う

次
郎 

さ
ん
（
家　
　

串
）

　

田　

原　

彩あ
や　

夏か 

さ
ん
（
御
荘
平
城
）

　

土　

居　

爽そ
う　

馬ま 

さ
ん
（
城

辺

甲
）

　

猪　

﨑　

卓た
く　

一い
ち 

さ
ん
（
城

辺

乙
）

　

宮　

崎　

未み　

来ら
い 

さ
ん
（
城

辺

甲
）

　

中　

道　

穂ほ
の　

香か 

さ
ん
（
久　
　

良
）

　

井　

上　

愛あ
い　

理り 

さ
ん
（
城

辺

甲
）

　

萬　
　
　

萌も

々も

香か 

さ
ん
（
増　
　

田
）

　

井　

上　

海か
い　

都と 

さ
ん
（
一

本

松
）

　

稲　

住　

愛え　

理り 

さ
ん
（
一

本

松
）

　

濵　

野 　
　

  

澪
り
ょ
う 

さ
ん
（
満　
　

倉
）
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２・３月行事予定表

心配ごと（弁護士）相談所
　●2月14日（火）午後2時～4時
　●御荘老人福祉センター（事前に予約が必要です。）
　　　　　　　　社会福祉協議会　本庁（御荘）
　　　　　　　　〈問合せ先〉７２－３５４７

役場からのお知らせ

今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

  １日・８日・１５日
水曜日のAM8：30～10：00
３月の引取日は、
  １日・８日・１５日・２９日
水曜日のAM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本
庁または各支所まで連れてきてください。
（猫は通気性の良い袋に１匹ずつ入れて、
逃げ出さないようにしてください※複数の
子猫は１つの袋で可）詳しくは、本庁環境
衛生課℡  72－1211（内線503）または各支
所の地域振興課まで問い合せください。

一　般　内　科

第１日曜日   5日 竹本医院 城辺乙 ☎72-3271

建国記念の日 11日 国保一本松病院 一本松 ☎84-2255

第２日曜日 12日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第３日曜日 19日 浜口医院 城辺甲 ☎72-0038

第４日曜日 26日 内海診療所 柏 ☎85-0341

備考１．診療時間は午前９時より午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

2月の当直医

救　急　担　当

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

日 曜 時　間 行事名 場　所

1 水

１３：００～１５：４０
御荘中学校区別人権
同和教育懇談会

御荘中学校

１３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） DE・あ・い・２１

１８：３０～２１：００ 人権ふぉーらむ 城辺社会福祉会館

2 木

    ９：２０～１２：００
一本松中学校区別人権

同和教育懇談会
一本松中学校

１０：３０～１２：３０ 人権講演会 内海中学校

１４：００～１５：３０
平城小学校区別人権
同和教育懇談会

平城小学校

3 金

    ９：２０～１１：５０
一本松小学校区別人権

同和教育懇談会
一本松小学校

１３：３０～１５：４０
中浦中学校区別人権
同和教育懇談会

中浦中学校

4 土 １４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

5 日
    ８：００～１２：００

第１回愛南町ふれあい
健康マラソン大会

御荘B&G海洋
センター周辺

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

8 水 １３：００～１５：００
行政相談

（御荘・城辺・一本松地域）

御荘文化センター
城の辺学習館
山村開発センター

11 土 建国記念の日

12 日

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

15 水 １０：００～１５：３０
社会保険

年金一日相談
城辺商工会館２階

16 木 １０：３０～１３：００ ふれあい郷土料理教室 篠山中学校

18 土 １４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

19 日

    ８：３０～１９：００
中浦漁民まつり

「作品展示会」（～23日）
御荘漁村

振興センター

１０：００～１５：００
中浦漁民まつり
「将棋大会」

御荘漁村
振興センター

    ９：００～１９：００
絵画展

（～３月５日）
DE・あ・い・２１

１３：３０～
高齢者いきいき
フォーラム

城辺社会福祉会館

１３：３０～１５：３０ 愛南町婦人研究大会 御荘文化センター

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

23 木 １３：００～１５：００ 人権集会 平城小学校

日 曜 時　間　 行事名 場　所

25 土 １８：００～２２：００
中浦漁民まつり
「演芸会」

御荘漁村
振興センター

26 日

    ８：３０～
第37回南宇和郡

サッカー選手権大会
南レク３号
城辺公園他

１０：００～
人権対策協議会

南予ブロック青年部会
城辺社会福祉会館

１０：００～１５：００ 由良祭り 須ノ川公園売店前

１４：００～１５：００
作って遊ぼう

（幼児親子対象）
御荘夢創造館

3月

1 水 １３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） DE・あ・い・２１

4 土
１３：００～１５：３０ 心あったまる講演会 家串小学校

１４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

5 日     ８：３０～１５：３０
サンゴ週間

（～3月11日）
観光旅客船

7 火     ８：００～１２：００
１日寝たきり
転倒予防教室

御荘文化センター

8 水 １３：００～１５：００
行政相談

（御荘・城辺・一本松地域）

御荘文化センター
城の辺学習館
山村開発センター

11 土     ８：３０～
トレッキング・ザ・空海

あいなん
御荘文化センター

12 日

    ９：４０～
トレッキング・ザ・空海

あいなん
DE・あ・い・２１

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

子育てサークル「こあら」　御荘保育所
毎週火曜日　１３：００～１５：３０
毎週水曜日　  ９：３０～１１：３０
※（2月・3月の1日は除く。）
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一本松公民館 一本松分館

かわいいサンタさん、ありがとう!
　一本松公民館一本松分館が、一本松山村開発セン

ターで恒例の「クリスマス会」を開催し、同地区の

子どもたち56名が、クリスマスソングやケーキを食

べたり、一足早いクリスマス気分を満喫しました。

その後は、お楽しみのビンゴゲームで、プレゼント

を前に「ハラハラ、ドキドキ」と、一喜一憂の楽し

い夜となったようでした。

12/23

福浦公民館

力強く、技を競う
　福浦公民館地区の常設土俵で「第14回四

国西南地区高等学校招待相撲大会」が開か

れ、5校、11チームが出場し、激しくぶつ

かりあう取組に、多くの声援が送られてい

ました。

　また、福浦地区の初薬師大祭にあわせた

奉納相撲に、地元小・中学生も登場し、同

地区の繁栄と安全祈願を行いました。

1/8

【試合の結果は次のとおり】
● 団体 1位 宿毛高校A、2位 宿毛高校B、3位 津島高校

● 個人 1位 沢田祥
しょう

、2位 角辻祐
ゆ う

太
た

、3位 松田聖
せ い

矢
や

(以上、宿毛)

深浦公民館

少年剣士が、練習の
成果を競う!

1/9

　深浦小学校体育館で、新年
早々の恒例行事となった「第37
回深浦少年剣道大会」が開催さ
れました。大会には、町内8団
体、高知県10団体のあわせて18
団体、230名余の小学生が参加
し、個人・団体戦で熱戦を繰り
広げました。
【結果は次のとおり。
   (優勝個人・団体のみ掲載)】
●団体戦
　3年生以下　一本松剣道会A
　4年生以上　一本松剣道会A

●個人戦
　1・2年生男女の部　川村　一

い ち

郎
ろ う

(深浦)

　3・4年生女子の部　島津亜
あ

理
り

紗
さ

(一本松)

　5・6年生女子の部　中谷真
ま

子
こ

(城辺)

　

　男子5・6年生の部　和田健二朗(三浦)

　女子4年生以下の部　島津亜理紗(一本松)

　女子5・6年生の部　中谷真子(城辺)

● 南宇和剣道会長賞

　二宮圭介(平城)　　

　3年生男子の部　森田公生(剣武会)

　4年生男子の部　濵田将
ま さ

志
し

(深浦)

　5年生男子の部　二宮圭
け い

介
す け

(平城)

　6年生男子の部　和田健
け ん

二
じ

朗
ろ う

(三浦)

● 優秀選手賞
　男子4年生以下の部　濵田将志(深浦)

　

　

じょう
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僧都中学校夢は、3年連続全国入選 !
　東京の日本科学未来館で、第49回日本学生科学賞受賞式

があり「ソリューション部門」で、大場江
え

里
り

奈
な

さん(2年)と

岩上翔
かける

くん(2年)の共同研究「そうず花粉ニュース」と「観

光地を有名にしよう」の2作品が、全国入選2等を受賞しま

した。「花粉」の研究は、地域の杉花粉の飛ぶ量を2月から

6月まで毎日調査し、メールで知らせるというものです。

「観光地」の研究は、町内の観光案内板にQRコードを付

け、携帯電話などで読み取ることにより、ホームページに

アクセスし、日本語や英語・中国語などの詳しい案内を知

ることができるというものです。また「研究部門」では、

岩上くんの「シャボン玉には首がある?」が愛媛県最優秀

賞、大場さんの「art of ice ～氷の彫刻を作ろう～」が愛媛

県優秀賞を受賞しました。2名とも、3年連続の全国入選を

目指して、来年も頑張りたいと意欲を燃やしていました。

御荘中学校 アルミ箔の衝撃 !

　水尾麻
ま

衣
い

子
こ

さん(御荘中2年)の「アルミ箔の衝撃」という研究テーマが

「第49回日本学生科学賞愛媛県審査委員会」において、優秀賞を受賞しま

した。

　この研究テーマについて水尾さんは、小学校3年生の頃「お好み焼き」

を食べていた時、間違えてアルミ箔を噛み「ビリッ」という感じがした。

ひょっとして、口の中に電気がはしっているのではと疑問に思い、夏休み

の自由研究で科学的に解明しようと研究されたそうです。また、歯科用金

属や調味料と電流の関係など、様々な実験の結果「電流が流れると金属

が溶けたり、食塩水に2種類の金属を入れるだけで、なぜ電流が流れるの

か」など、新たな発見や疑問が生れ、更なる研究意欲が湧いたようです。

中浦中学校

みんなで守ろう、
私たちの中浦 !
　優れた防災教育の取組を顕彰する毎

日新聞社など主催の「ぼうさい甲子

園」で、中浦中学校が「ぼうさい大

賞」に選ばれました。同校は、南海地

震による地震と津波を想定した学習の

中で、中浦保育所の園児を災害時の避

難所となっている同校舎の上階へ誘導

する訓練や同地区の危険箇所などの現

地調査などを実施し「災害時における

中浦地区の危険箇所マップ」を作成しました。このような取組によって、ふるさとへの愛着を深めたり、ひ

いては地区全体の防災意識の高揚にもつながるとともに、自主防災組織設立の機運が高まることを期待した

いと思います。

　また、この表彰の他、東京都で開催された「学校安全研究推進事業発表会」で、日頃の学習成果を発表さ

れました。また「防災教育チャレンジプランワークショップ」（2/19、東京都で開催）でも発表されます。

SCHOOL NOW
● ● ● ●学 校 ナ ウ

このコーナーは、各小・中学校および高
校などのスポーツや文化活動等、子供た
ちの活発な様子をご紹介いたします。

全国入選2等を受賞

1/12

12/24

1/13
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東海林　のり子さん

愛南町各地域の
催しなど皆さんからのお便り

おまちしています。
〔広報広聴室〕

72－1211

前を向いて、がんばろう!

「白バイ」って、かっこいいなあ!

　御荘文化センターで、フリーアナウン

サーの東海林のり子さんを招き「平成17

年度女性の集い」が開催され、350名が

参加しました。

　この講演会は、愛南町女性の集い実行

委員会（委員長吉田弥
やよ

生
い

さん）が実施し

たもので、東海林さんは「事件や事故な

ど、緊張した現場での取材活動や報道の

裏側」について、面白おかしく話され、

振り向いて後

悔 ば か り せ

ず、前を向い

て生きましょ

うと聴衆に元

気をプレゼン

トしてくれま

した。

　城辺保育所

で、園児の保

護者やおじい

ちゃん、おば

あちゃん計

7 0名が参加

して、町交通

安全推進協議

会による「三

　DE・あ・い・21で恒例の

「パールイルミネーション」が

開催され、大きなツリーやリー

スで飾られた中で、クリスマス

ソングやビンゴゲームがあり、

一足早いプレゼントを手に楽し

い一時を過ごしました。また、

約２万個のイルミネーションが

点灯されると、幻想的な光に包

まれた同施設に参加者もうっと

世代ふれあい交通安全教室」が開催されました。

教室では、JAF愛媛支部の浜田大
だい

司
し

さんによる

「チャイルドシートと信号機」、愛南警察署の森

本陵
りょう

二
じ

さんによる「交通安全の心構え」と題し

たそれぞれ講話がありました。

　その後、パトカーや白バイの体験乗車、シート

ベルトコンビンサー体験があり、園児の歓声が運

動場に響いていました。また、ビンゴゲームな

ど、終日楽しみながら交通マナーを学びました。

夜空に輝く光の中で!
12/17

12/17

りしていました。

今年で12回目を迎

えた同行事は、商

工会青年部が中心

になり実施してい

て、母親クラブや

青年団による「おにぎり」「綿菓子」の販売もあり、イ

ベントを盛上げていました。

12/20防災マップづくり、始動!

12/25

　石井手集会所で、先般の明浜狩江防災クラブ

での研修を踏まえて、城東防災会石井手地区が

防災マップづくりを行いました。

　当日は、地区住民約30名が、３班に分かれ

て、避難場所や消火栓・ホース等の設置場所、

高齢者世帯、昭和30年以前の木造建築物などを

マップに記入しました。この地図は、後日、役

員が仕上げを行い、同地区世帯に配布をするそ

うです。

　なお、作成作業終了後は、給食班の方々によ

る炊き出しがあり、今後の活動など活発な話し

合いが行われ、防災意識の高揚が図られたよう

でした。
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寒さに負けず、

　がんばりましょう!

愛なんブランドをめざして!
　城辺社会福祉会館で、愛南漁業協同組合創

立記念式典「貯蓄・共済」推進大会が開催さ

れ、式典の中で、谷口町長が『第一次産業

の盛衰が、そのまま町の盛衰にもつながりま

す。そのため、町としても、水産振興室や農

業支援センターを設置し、その振興に努め、

自然の美しさや人情の豊かさと、新鮮で安全

な産品とをイメージさせる「愛なんブラン

ド」という美しい言葉の響きとともに、全国

の消費者に届けていきたいと考えていますの

で、漁協や農協、そして、町が親密な連携を

して目標達

成 に 邁 進

していきま

し ょ う 』

と、祝辞を

述 べ ま し

た。

　国保一本松病院

で一足早いクリス

マス会があり、入

院されている患者

さんも、桂会の皆

さんの大正琴や

歌、踊りのプレゼントに、とても楽しい一時を過ご

したようでした。また、昨年末は肌寒い日が多く、

体調をくずされた人もいたようですが、寒さも吹き

12/20

飛ぶような温かい雰囲気

の中、サンタとトナカイ

からプレゼントされた

ケーキを食べながら「美

味しいね!」と、皆さん

元気を取り戻していまし

た。

　城辺町商工会館前駐車場で毎年恒例の元旦イ

ベントがあり、タイ・ブリが当たった富くじ、

2006個の福もちまき、手作りぜんざいやふる

まい酒の屋台コーナーなど、新年早々の運試し

に約500名が参加してイベントを盛り上げまし

た。

　愛南警察署では、平成17年度中に警察業務に

協力された団体や個人に対して、感謝状の贈呈

を行いました。今後も、警察を始めとする関係

機関がより一層連携を深め、安全、安心なまち

づくりを進めてほしいと思います。

【感謝状の贈呈を受けた方々】

・山
さん

月
げつ

愛好会　　　　　・中田末
すえ

光
みつ

（中泊）

・交通安全協会城辺支部・尾﨑義
よし

彦
ひこ

（御荘平城）

・藤田行
ゆき

信
のぶ

（一本松）　・富岡　泰
やすし

（城辺甲）

・濱口隆
たか

司
し

（城辺甲）　・福本孝
たか

哉
や

（御荘長洲）

12/28

12/31

12/17

一年間お世話になりました!

今年はいいことがあるよ?!
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み
ん
な
あ
、
い
い
顔
し
て
ね
！

町
内
の
保
育
所
の
様
子
や
保

育
に
関
わ
る
お
知
ら
せ
事
項

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　－緑保育所園児－

　－東海保育所園児－

　－城辺保育所園児－

　

ま
わ
り
に
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
緑
保
育
所
な
の
で
、

車
が
少
な
い
散
歩
コ
ー
ス
に

も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
田
ん

ぼ
の
中
の
道
あ
り
、
木
立
に

囲
ま
れ
た
山
道
や
川
沿
い
の

小
道
あ
り
…
。
心
が
解
放
さ

れ
、
い
ろ
ん
な
〝
発
見
〞
が

あ
る
散
歩
が
子
ど
も
た
ち
は

大
好
き
で
す
。

　

今
日
は
久
し
ぶ
り
に
良
い

お
天
気
な
の
で
、
み
ん
な
で

今
年
の
初
散
歩
に
出
か
け
ま

し
た
。
大
き
い
子
が
小
さ
い

子
の
手
を
引
い
て
、
い
ろ
ん

な
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
日
陰
は
少
し
寒

か
っ
た
け
ど
、
日
の
当
た
る
と
こ
ろ
は
と
っ
て
も
暖
か
で

し
た
。 

　

青
い
空
に
く
っ
き
り
の
飛
行
機
雲
、
道
沿
い
に
い
っ
ぱ

い
な
っ
て
い
る
美
生
柑
や
甘
夏
「
あ
れ
？
袋
が
あ
る
…
」

「
こ
れ
、
中
は
ネ
ー
ブ
ル
な
ん
で
」
（
さ
す
が
緑
の
子
、

よ
く
知
っ
て
い
ま
す
！
）
、
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
で
っ

か
い
み
か
ん
に
「
う
わ
〜
！！
」
の
歓
声
が
響
き
ま
す
。
川

の
中
の
岩
の
上
で
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
歩
い
て
い
た
小
鳥
、
イ

チ
ョ
ウ
の
木
の
て
っ
ぺ
ん
に
止
ま
っ
て
い
た
鳶と

び

、
工
事
現

場
の
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
、
今
日
も
た
く
さ
ん
の
〝
発
見
〞

が
あ
り
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い
歩
い
た
後
は
お
腹
ペ
コ
ペ
コ

で
、
食
欲
モ
リ
モ
リ
で
す
。
（
き
り
ん
・
ぱ
ん
だ
組
（
３

〜
５
歳
児
）
だ
け
の
時
は
、
も
っ
と
足
を
延
ば
し
て
、
山

道
を
歩
い
た
り
、
お
隣
の
長
月
保
育
所
や
満
倉
保
育
所
に

遊
び
に
行
く
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
…
。）

　

季
節
の
風
の
香
り
を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
自
分
の
足
で

歩
き
、
元
気
に
、
情
緒
豊
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。（
文 

緑
保
育
所
）

自
然
が
い
っ
ぱ
い
、

　
　

散
歩
が
大
好
き
！

　－久良保育所園児－

緑保育所園児
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エン
ジョ
イ！
スポ
ーツ

　南レク 3号城辺多目的グラウンドで「第 1回愛南町スポーツ少年大会サッカー競技」が開催され、小
学 1年生から 6年生が 4部制に分かれ、30 チームが熱戦を繰り広げました。
【試合結果は次のとおり】   
○ 1 部 A(6 年生以下・11 人制 )

優　勝 : 平城スポーツ少年団 A
準優勝 : 平城スポーツ少年団 B

○ 1部 B(6 年生以下・9人制 )

優　勝 : 菊川スポーツ少年団
準優勝 : 東海サッカークラブ

○2部 (4 年生以下・9人制 )

優　勝 : 平城スポーツ少年団 A
準優勝 : 城辺少年サッカークラブ

○3部 (2 年生以下・9人制 )

優　勝 : 平城スポーツ少年団
準優勝 : 菊川スポーツ少年団

11/6・13

県運動公園陸上
競技場他で、「愛
媛スポーツ・レクリエーション祭 2005」が開催され、陸上、剣道の各種
競技で、本町代表選手が優秀な成績を修めました。

【大会結果は以下のとおりで、2位以内まで掲載 () は学校名】
○ 陸上競技
走り幅跳び小学 4年男子 1位高橋英

えい

州
す

、100m 小学 4年女子 1位岡本みなみ、同 2位黒澤和
わ

加
か

子
こ

、200m

小学 6年女子近平奈
な

緒
お

子
こ

、走り幅跳び小学 4年女子 1位岡本みなみ ( 以上、平城小 )、走り幅跳び小学 6

年女子 2位濵田利
り

恵
え

( 中浦小 )、4 × 100mR 小学女子 2位愛南町スポーツ少年団 A坂田涼
りょう

子
こ

、吉田らん、

平田舞
まい

香
か

、近平奈
な

緒
お

子
こ

( 平城小 )

○ 剣道競技
中学生男子個人戦 1位山口勇

ゆう

気
き

( 篠山中 )、小学生団体戦総合 2位南宇和剣道会 A濵田将
まさ

志
し

( 深浦小 )、

岩崎菜
な

緒
お

、山下慶
けい

太
た

( 以上、一本松小 )、中谷真
ま

子
こ

、入江刀
とう

麻
ま

( 以上、城辺小 )

※山口勇
ゆう

気
き

くん ( 篠山中 ) は、3/26 ～ 28 宮城県で開催される全国大会に出場されます。

ボールを追って !12/11

　愛媛県武道館で「第 38 回愛媛県スポーツ少年大会」が開催され、

卓球競技で小学 4年女子、小学 5・6年女子の各部で、僧都小学校の

西村杏
あん

菜
な

さん (4年 )、佐藤理
り

沙
さ

さん (6年 )が見事、2位に入賞しました。

12/10

スポーツの
祭典で
好成績 !

　御荘 B&G 海洋センターで、小学 4～ 6 年生
21 名が参加し「アクアキッズフェア 2005」が
開催されました。この行事は、B&G( ブルー・
アンド・グリーンランド ) 財団が主催し、全国
の同施設で同一日に行われた水中運動会で、浮
き輪を使ったリレーや4人5脚のタイムレース、
Tシャツと帽子をバトンにした着替えリレーな
ど、遊びを交えた競技内容に、子供たちも自然
に笑顔が出るなど、楽しい一時を過ごしたよう
でした。

プールで遊ぼう !12/23

1部 A 2部

1部 B 3部

写真左から、佐藤理
り

沙
さ

さん、西村杏
あん

菜
な

さん

南宇和剣道会 A

個人優勝の

山口勇
ゆう

気
き

くん

上の写真は、各部の優勝チームです。
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生 活 得 々 情 報くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

愛
南
文
芸内

海
俳
句
会

南
国
に
照
る
陽
降
る
雪
あ
り
に
け
り

夕
陽
染
み
金
の
雪ゆ

き

片ひ
ら

舞
わ
し
け
り　
　

好
岡
東
明
子

襁
褓
干
す
手
に
白
き
息
ふ
き
か
け
て

飛
機
雲
の
く
き
と
残
り
て
寒
晴
る
る　
　

堀
田　

辰
枝

太
黒
の
小こ

槌づ
ち

借
り
て
や
福
袋

狐
火
に
河か

っ

ぱ童
の
皿
は
渇か

わ

く
と
よ　
　

太
田　

信
子

初こ

暦よ
み

捲め
く

れ
ば
刻
の
動
き
初そ

む

煩ぼ
ん

悩の
う

の
吐と

息い
き

は
蒼あ

お

し
雪
女　
　

岩
森
十
志
子

篠
南
川
柳
会

湯
の
町
で
一
夜
の
契
り
古
い
夢　
　

木
下　
　

亨

神
様
も
み
ん
な
の
契
り
上
の
空　
　

野
中
ミ
ツ
ル

泣
き
笑
い
契
り
結
ん
で
半
世
紀　
　

岡
原　

善
子

契
約
書
後
の
ロ
ー
ン
に
苦
が
続
く　
　

田
中
す
み
子

亭
主
惚
け
契
り
ど
こ
ろ
か
千
切
れ
そ
う　
　

影
山
マ
ッ
チ
坊

師
走
来
て
財
布
の
中
身
火
の
車　
　

杉
原　

安
春

主
婦
ば
か
り
忙
し
忙
が
し
年
の
暮
れ　
　

木
本　

清
子

素
寒
貧
師
走
の
風
が
身
に
滲
み
る　
　

板
川　

良
子

師
走
セ
ー
ル
日
々
の
チ
ラ
シ
で
山
に
な
る　

岡
野　

靜
子

借
金
も
入
金
も
無
い
年
の
暮
れ　
　

國
松　

幸
枝

さ
わ
ら
び
短
歌
会
（
12
月
歌
会
）

バ
イ
パ
ス
と
の
境
に
椨た

ぶ

の
古
木
高
し
祖
父
に
告
げ
や
う「
あ
の
椨た

ぶ

あ
る
よ
」　
　

 

清
水　
　

香

乾
き
た
る
切
干
大
根
し
ま
い
終
え
小
さ
き
旅
の
荷
を
調
え
る　
　

 

松
本
マ
ス
子

露
の
干ひ

ぬ
草
焼
く
煙
た
な
び
き
て
村
つ
つ
む
ご
と
山
裾
を
め
ぐ
る　
　

 

扇
野
八
代
生

飲
み
か
け
の
コ
ー
ヒ
ー
に
手
で
蓋
を
し
て
耳
遠
き
姑
と
話
し
始
め
ぬ　
　

 

木
本　

清
子

吹
く
風
に
樽
に
漬
け
込
む
大
根
を
夫
と
競
ひ
引
き
抜
き
し
日
　々
　

 

山
本　

豊
子

一
人
住
め
ば
声
だ
す
こ
と
が
大
切
と
般
若
心
経
朝
夕
唱
え
る　
　

 

中
平
喜
美
代

な
つ
か
し
き
顔
の
次
々
集
ひ
来
る
正
月
近
き
町
の
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

 

国
光　

良
子

御
飯
よ
と
呼
ば
れ
て「
ハ
ー
イ
」と
返
事
す
る
外
は
木
枯
し
炬こ

燵た
つ

に
テ
レ
ビ　
　

 

井
村　
　

操

鈍に
び

色い
ろ

の
空
よ
り
礫

つ
ぶ
て

の
如
く
降
る
霰

あ
ら
れ

に
打
た
れ
打
た
れ
畑
う
つ　
　

 

前
田　

知
子

風
通
る
土
間
に
漬
け
た
る
大
根
に
今
朝
た
っ
ぷ
り
と
水
上
が
り
た
り　
　

 

岩
村
千
代
子

 
宇
和
島
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

お
早
め
に
、

春
の
確
定
申
告

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
確
定
申
告
の
準
備
は
、
も
う
お
済
み
で

す
か
。

  

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
18
年
２
月

16
日（
木
）か
ら
３
月
15
日（
水
）ま
で
で
す
。

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
申
告
と
納
税
は
３
月
31
日（
金
）
ま
で
で
す
。

　

税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
・
収
支
内
訳

書
な
ど
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
ご
自
分
で
作

成
し
、
で
き
る
だ
け
郵
送
等
で
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

期
限
間
近
に
な
る
と
、
税
務
署
は
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
と
相
談
は
、
余
裕
を

持
っ
て
お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
税
に
は
安
全
で
便
利
な
振
替
納

税
制
度
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go

.jp

）
の
「
確
定
申

告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
確

定
申
告
書
が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

宇
和
島
税
務
署

宇
和
島
市
堀
端
町
１
番
38
号

℡  
（
代　

表
）０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１

℡  
（
個
人
課
税
部
門

）０
８
９
５
―

２
２
―

７
５
５
６

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

改
正

労
働
安
全
衛
生
法
等

説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

労
働
安
全
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
平
成
17
年
11
月
２
日
に
交
付
さ
れ
、

一
部
を
除
き
、
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
労
働
者
の
安
全
と
健
康
の

一
層
の
確
保
、
事
業
場
に
お
け
る
自
主
的

な
安
全
衛
生
活
動
の
促
進
、
長
時
間
労
働
者

の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
措
置
の
充
実
強

化
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
に
お
け
る
通
勤

災
害
に
係
る
通
勤
の
範
囲
の
拡
大
等
に
つ
い

て
改
正
が
行
わ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
改
正
法

令
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

○
日　

時　

２
月
17
日（
金
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

○
場　

所　

宇
和
島
市
丸
穂
字
天
満
甲
２
０
７
―
３

国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
う
わ
じ
ま

○
そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
す
。

○
問
合
先

宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署

℡  
０
８
９
５
―

２
２
―

４
６
５
５

　

平
成
18
年
度
、
４
月
入
学

（
教
養
学
部
・
大
学
院
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
出
願
締
切
期
間

は
、
２
月
28
日（
火
）と
な
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
放

送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】 

〒
７
９
０
―

０
８
２
６

松
山
市
文
京
町
３

（
愛
媛
大
学
内
）

℡  
０
８
９（
９
２
３
）８
５
４
４

℻  
０
８
９（
９
２
３
）８
４
７
９

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

放
送
大
学
で

学
び
ま
せ
ん
か
？
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チムニー㈱グループ店舗

生 活 得 々 情 報 くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（12月受付分）

（12月受付分）

まちの人口  愛　南　町 平成18年1月1日現在

人　口　9,318人
　男　　4,412人
　女　　4,906人
世帯数　3,701戸

人　口　28,006人 　    男 13,106人      　 女 14,900人       世帯数　11,177戸

人　口　4,242人
　男　　1,973人
　女　　2,269人
世帯数　1,485戸

人　口　3,024人
　男　　1,411人
　女　　1,613人
世帯数　1,289戸

人　口　9,169人
　男　　4,287人
　女　　4,882人
世帯数　3,889戸

人　口　2,253人
　男　　1,023人
　女　　1,230人
世帯数　  813戸

西　海御　荘 城　辺 一本松 内　海

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報
内科　医監部長 鶴岡　高

たか

志
し

　先生

　私は、平成５年６月より内科に勤務して
います。主として循環器疾患（心臓病、
高血圧症etc）を担当しています。その中
で、特に虚血性心疾患（心筋梗塞、狭心
症）を専門としています。この虚血性心疾
患は動脈硬化によるものですが、肥満・高
血圧症・高脂血症・糖尿病といった複数の
動脈硬化因子を同時に持つメタボリックシ
ンドロームと言う病態が重要になってきて
いますし、このような方が増えてきています。したがって心臓
病の治療のために、このような肥満・高血圧症・高脂血症・糖
尿病の治療も大切です。またメタボリックシンドロームは過栄
養・運動不足という飽食の時代を背景に増加してきていますの
で、外来では「食べ過ぎて太らないように」・「運動をするよう
に」といつも言っています。
　皆様もお気をつけ下さい。

 
愛
南
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
に
！

愛
い
っ
ぱ
い
の
お
い
し
さ

　

愛
南
町
フ
ェ
ア
！

居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン

チ
ム
ニ
ー
㈱
で
開
催

町
で
は
、
愛
南
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け

て
、
美
味
し
く
、
安
全
・
安
心
な
食
材
を
全

国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン
、
チ
ム
ニ
ー

㈱
グ
ル
ー
プ
22
周
年
祭
（
上
場
一
周
年
祭
）

「
愛
い
っ
ぱ
い
の
お
い
し
さ
愛
南
町
フ
ェ

ア
」
で
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
町
の
食
材
が
、
全
国
規
模
の
外
食

チ
ェ
ー
ン
店
で
、
ま
と
ま
っ
て
利
用
さ
れ
る

初
め
て
の
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
紹
介

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
本
庁
水
産
課
水
産
振

興
室
・
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
０
８
９
５
―

７
２
―

１
２
１
１
）
へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

フ
ェ
ア
開
催
期
日

２
月
23
日（
木
）〜

３
月
８
日（
水
）14
日
間

※
チ
ム
ニ
ー
㈱
は
、
関
東
方
面
を
中
心
に
全

国
３
０
６
店
舗
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

チムニー株式会社
〒130-0014 東京都墨田区亀沢1-5-8
０３－３６２６－２３４１（代表）

０１２０－８８－７
チ

６
ム

２
ニ

１
ー

http://www.chimney.co.jp



愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。
皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

編集・発行　愛南町役場広報広聴室

〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地　TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/

印　　　刷　明星印刷工業株式会社

編　集　後　記

　振袖の着付けに来られた、久徳万
ま

里
り

香
か

さん(御荘平城)と緒方智
さと

美
み

さん(蓮乗

寺)を撮影させていただきました。お二人も、変わりゆく自分の華やかな姿

に、新成人としての自覚をしたのではないでしょうか。

（撮影協力、サロン・ド・むつみ）

　最近は「成人式」での暴言や暴動がテレビニュースで報じられたり、成人式の意義が薄れて
いるようにも思います。「国民の祝日に関する法律」によると、「自由と平和を求めてやまな
い日本国民は、美しい風習を育てつつ、よりよき社会、より豊かな生活を築きあげるために、
ここに国民こぞって祝い、感謝し、又は記念する日を定め、これを国民の祝日と名づける」と
記されています。そのひとつとして「成人の日」も設けられていますが、その目的は「大人に
なったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝い励ます」ことです。
　本町では、大きな混乱や騒動もなく「平成18年成人式」が実施されましたが、タバコのポイ
捨てや進行を妨げるような行動も目につきました。このように、一部の大人としての自覚に欠
如した者により、清きものもそうではないイメージを持たれることもあります。
　今後、美しい自然環境、お互いを思いやる人情豊かな「まち」をめざす愛南町を背負う人材
となる新成人の方には、一人ひとりが夢に向かって邁進し、自己実現を図ってほしいと願いま
す。そして、社会の一員としての自覚ある行動がとれる愛にあふれる「やさしい大人」になっ
てほしいと思います。・・・

久徳万
ま

里
り

香
か

さん 緒方智
さと

美
み

さん


